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【公表番号】特表2010-513625(P2010-513625A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-541967(P2009-541967)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   4/654    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ   4/654   　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/02    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月8日(2010.11.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｔｉ、Ｍｇ、Ｃｌ、及び場合によってはＯＲＩ基（式中、ＲＩは、０．５より低いＯＲ
Ｉ／Ｔｉのモル比を与えるような量以下のＣ１～Ｃ２０炭化水素基である）を含み、以下
の特性：
　－ＢＥＴ法によって測定して８０ｍ２／ｇより低い表面積；
　－水銀法によって測定して０．７０～１．５０ｃｍ３／ｇの範囲の全多孔度（ＰＴ）；
　－０．１～０．８の範囲の（ＰＴ－ＰＦ）の差（式中、ＰＴは全多孔度であり、ＰＦは
１μｍ以下の半径を有する孔による多孔度である）；
　－触媒成分の全重量を基準として１０重量％未満の触媒成分中のＴｉの量；
を有することを特徴とする、オレフィン重合用の触媒成分。
【請求項２】
　化合物：ＭｇＣｌ２・ｍ（ＲＩＩＩＯＨ）・ｔＨ２Ｏ（式中、０．３≦ｍ≦１．７であ
り、ｔは０．０１～０．６であり、ＲＩＩＩは、１～１２個の炭素原子を有するアルキル
、シクロアルキル、又はアリール基である）を、式：Ｔｉ（ＯＲＩＩ）ｎＸｙ－ｎ（式中
、ｎは０～０．５の範囲であり、ｙはチタンの原子価であり、Ｘはハロゲンであり、ＲＩ

Ｉは１～８個の炭素原子を有するアルキル基である）のチタン化合物と反応させる第１工
程（ａ）；及び、工程（ａ）から得られる固体生成物を１００℃より高い温度で行う熱処
理にかける第２工程（ｂ）；を含む、請求項１に記載の触媒成分の製造方法。
【請求項３】
　熱処理を有機金属アルミニウムハロゲン化物の存在下で行う、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　（ｂ）から得られる生成物を電子ドナー化合物と接触させる工程（ｃ）を更に含む、請
求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　請求項１～３のいずれかに記載の固体触媒成分とアルキルアルミニウム化合物の反応の
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生成物を含む触媒系の存在下で行う、エチレンの（共）重合方法。
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